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人財の確保・定着、付加価値の適正分配 

ＯＮＥ ＴＥＡＭで生活改善を実現しよう 

２０２４年 ３月 ６日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ連合北陸地協及びＪＲ西日本連合金沢地本は２月２７日、金沢市内で「２０２４春

季生活闘争勝利総決起集会」を開催し、物価上昇を上回る賃上げの実現を目指して意思統

一を図るとともに、ＯＮＥ ＴＥＡＭで最後まで闘い抜く決意を固めあった。 

集会には、加盟単組（ＪＲ西労組金沢地本、同西日本ＪＲバス

地本、ジェイアール・イーストユニオン新潟地本、ジェイアール

西日本金沢メンテック労組、ジェイアールサービスネット金沢労

組）の役員・組合員らが結集した。ＪＲ連合からは住吉一家労働

政策局長が参加し、ＪＲ西日本連合から上村良成会長（ＪＲ連合

副会長・ＪＲ西労組中央執行委員長）らも駆けつけた。 

主催者代表の沓掛勇介議長（ＪＲ西労組金沢地本執行委員長）

は、元日に発生した令和６年能登半島地震に触れ、厳しい環境の

中で鉄道の復旧・被災地の復興に尽力する組合員に励ましの言葉

をかけ、「“頑張ろう石川”を合言葉に苦難を乗り越えよう」とあいさつした。また、２０２

４春闘については、ステージ転換を図る正念場であることから、加盟単組が一丸となった取

り組みを要請した。 

ＪＲ連合の住吉労働政策局長は、ＪＲ連合の２０２４春季生活闘争方針を説明するととも

に、取り巻く情勢について紹介し、「１０，０００円のベア要求は過去に照らしても高額で

はなく、産業を支えてきた組合員の努力や社会情勢を踏まえると常識的な水準。労使のマイ

ンドを変革させ、ＯＮＥ ＴＥＡＭで闘い抜こう」と呼びかけた。 

ＪＲ西日本連合の上村会長も２０２４春闘の意義について訴え、「ステージを変える正念

場であり、ＪＲ西日本連合としても重要な局面となる。離職防止や産業の魅力向上のために

も、物価上昇を上回る賃上げを勝ち取ろう」

と、参加した各単組の奮闘を求めた。 

決意表明では、各単組から２０２４春闘の

具体的な要求内容や検討状況の報告を受け

るとともに、要求実現に向けて闘い抜く決意

が表明された。 

最後に、集会アピールを採択し、沓掛議長

の団結ガンバローで気勢を上げた。 
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